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〈働き方改革通信〉 
「わたしたちの働きかた 2018」 

長野県教育委員会では、学校において働き方 
改革を推進する際の参考にしていただけるよう、 
働き方改革通信を発行しています。発行は不定期 
ですが、既に 12号までメール配信しています。 
通信を職員室に掲示して、働き方についての意識 
を醸成している学校もあります。ぜひ、ご活用を！ 

 

                                  

平成 30年 1２月 3日（月） 
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久米路峡（長野市）紅葉  
平成 30年 11月 

 

あと１ヶ月ほどで２学期が終了します。保護者懇談

会の準備や通知表作成など、忙しい毎日が続くかと思

います。心にゆとりを持ち、子どもの成長を感じなが

ら、日々の生活の中で輝く子どもの成長のために、と

もに語らいましょう。事務所だよりについて、ご意見・

ご感想・ご要望等ありましたら、お寄せ下さい。 

（ﾒｰﾙ hokushin-ｓ@pref.nagano.lg.jpまで） 

 

平成３０年度重点目標・キーワード 

学校教育課 

“語らい つなぐ” 

生涯学習課 

“学びをつなげて  

   人づくり 地域づくり” 

北
信
地
区
の
風
景 

す
べ
て
の
学
校
、
す
べ
て
の
授
業
で
、 

 
 

 

質
の
高
い
授
業
を
実
現
す
る
た
め
に 

「
働
き
方
改
革
」
を
推
進
し
ま
し
ょ
う 

 

   

検索 長野県 働きかた 2018 

金曜日の日課を見直し、 
教材研究の時間を確保した A 小学校 

金曜日は、朝の活動と午後の清掃をカット 
して、放課後の時間を 40分間生み出しました。 
その時間を使って、子どもの個別支援や、翌週の 
授業の教材研究を行うようにしました。先生方は、
翌週への見通しが持てる良さを感じています。 

来年度に向けて、各学校ではプロジェクトを立ち上げ、検討を始める時期です。 
この記事を参考に、教職員全員でアイデアを出し合っていきましょう。 

水泳の学習期間 
を見直し、2 学期の 
準備時間を生み出し 
たＣ小学校 

 教育課程を編成する
際に体育の水泳の学習
期間を 1学期末までと
しました。 
夏休みの開始がやや

遅くなりましたが、夏
休み前半のプール開放
終了後は、プール管理
や当番の必要がなく、
負担軽減になり、あい
た時間を２学期の教材
研究等の準備に充てる
ことができました。 
 

近隣中学校と 
合同教科会を 
実施する B 中学校 

近隣の複数の中学校
で合同教科会を実施し、
テストに一部共通問題
を取り入れています。 
テストの日程調整や

返却日を同日にするこ
とが必要ですが、輪番で
テスト作成するため、 
業務の軽減につながっ
ています。 
何よりも、互いの指導

を学び合う機会となっ
ています。 
 

mailto:hokushin-ｓ@pref.nagano.lg.jp
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長野県が大事にしてきたこと

更に強化したい視点

・共に学ぶ

・多様性への対応

・個と集団

・学びの連続性、柔軟性

・地域とつながる

・専門性

す
べ
て
の
子
ど
も
が
持
て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

共
に
学
び
合
う
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
教
育

長野県が目指すべきインクルーシブな教育（概念図）

障がいのあるなしに
かかわらず、

「共に学ぶ」ことの
追求

「学
び
」の
力
で
未
来
を
拓
き
、

夢
を
実
現
す
る
人
づ
く
り

多
様
性
を
認
め
、
そ
の
成
長
過
程
に
対
応
で

き
る
学
校
づ
く
り
と
学
び
の
場
の
充
実

連続性のある

「多様な学びの場」
の整備・柔軟な学び
の場の見直し

○個の教育的
ニーズに応じた
特別な支援の充
実
個別の指導計
画、個別の教育
支援計画を作成し、
一人ひとりに応じ
た教育を追求

共
共
生
社
会
の
形
成

生
社
会
の
形
成

特
別
支
援
学
校

特
別
支
援
学
級

通
級
指
導
教
室

通
常
の
学
級

多
様
性
を
包
み
こ
む
学
校

教育振興
基本計画

基本方向

 

 

平成 30年 3月に第２次長野県特別支援教育推進計画が策定されました。 

推進計画では、「すべての子どもが持てる力を最大限に発揮し、共に学び合うインクルーシブな教育」を 

基本方向と定めています。概念図は下記のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「すべての子どもが持てる力を最大限に発揮し、共に学び合うインクルーシブな教育」とは、障がいのある 

子が、自立と社会参加に向け、できる限り身近な地域で同世代の友と共に学ぶ中で持てる力を最大限伸ばす 

ことができる教育であるとともに、障がいのない子も含めたすべての子が、仲間と出会い関わる中で多様性 

を認め合い、「多様な他者とつながる力」、「多様な価値観の中で問題を解決していく力」を育む教育です。 

  このインクルーシブな教育の実現のために、「共に学ぶ」ことを追求することと、連続性のある「多様な 

 学びの場」を整備することを同時に推進し、学校が「多様性を包みこむ学びの場」としてさらに充実してい 

くことを目指します。 

 

推進計画のポイントは次の通りです。 

 

1 小中学校における特別支援教育の充実 

   ～すべての児童生徒の学びと生活を支えるチーム支援体制の強化～ 

２ 高校における特別支援教育の充実 

   ～多様な教育的ニーズに応える学びの保障～ 

３ 特別支援学校における教育の充実 

   ～インクルーシブな教育を支える 

特別支援教育の拠点としての機能の再構築～ 

4 地域連携・教育支援の充実 

   ～生涯にわたって子どもたちを支える切れ目ない支援体制～ 
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ステップ２ 授業改善に活かしましょう ステップ１ Ｓ－Ｐ表を見てみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15（１）の解答類型 

1 アと解答しているもの。 
（相対度数は１に近づく） 

2 イと解答しているもの。 
（相対度数は 0.5に近づく） 

3 ウと解答しているもの。 
（相対度数は 0.5で 

一定である） 

4 エと解答しているもの。 
（相対度数は一定の値には 

近づかない） 

99 上記以外の解答 

0 無解答 
 

 

確率の問題が正解していて、 
相対度数の問題がまちがっていた 
生徒が２９人中１３人、 
そのうちの 
６人は解答類型の３、 
５人は解答類型の４で 
まちがえているよ。 

【Ａ問題】 

 

 

教科担任 
必見！ 

ポイント１：問題を２つ並べて傾向を捉える ポイント２：誤答につながった要因を考える 

簡単な場合について確率を求めることは 
できていても、 
確率の意味を十分に理解していない生徒 
が多いな。 
単元の始めに確率の意味を考える授業を 
したけれど、その後、確率の意味を確認 
することを十分に行わなかったからかな。 

 

 

 

 

 

ポイント３：評価問題をもとに単元を構想する 

単元に入る前に評価問題を作成し、単元
のまとまりの中で力がついたかどうかを
見ていく必要があるな。そして単元終了
後に評価問題を行ってみよう。 

単元のまとまりや１時間の授業の中で 
“育成する資質・能力は何か” 
を明確にし、日々の授業改善に 
取り組んでいきましょう。 

学校訪問で出会った「笑顔」を
コラム風に紹介します 

Ｓ
小
学
校 

三
年 

道
徳
科 

「持
って
あ
げ
る
？ 

食
べ
て
あ
げ
る
？
」 

（出
典 

光
村
図
書
） 

主
人
公
の
「
わ
た
し
」は
、
優
し
い

人
に
な
る
た
め
に
、
友
達
の
か
ば
ん

を
持
っ
て
あ
げ
た
り
嫌
い
な
も
の
を

食
べ
て
あ
げ
た
り
し
た
。
Ｕ
君
は
主

人
公
に
と
って
「
優
し
さ
と
は
何
か
」

に
目
を
向
け
て
い
く
。 

け
ど
、
そ
の
人
の
た
め
に
な
ら
な
と

書
い
た
。
「
食
べ
て
あ
げ
あ
る
の
は

よ
く
な
い
」
「
好
き
嫌
い
が
大
人
に

な
って
も
直
ら
な
い
」と
い
う
友
の
考

え
を
頷
き
な
が
ら
聞
い
た
。
相
手
の

た
め
に
な
る
大
切
さ
を
Ｕ
君
は
感

じ
始
め
る
◆
こ
こ
で
先
生
が
「
『
相

手
』
に
と
っ
て
の
本
当
の
優
し
い
人
っ

て
ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
う
」と
本
時

の
ね
ら
い
に
迫
る
発
問
を
し
た
。
Ｕ

君
は
「
『
相
手
』
の
立
場
か
ら
考
え

る
「
優
し
さ
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
さ

ら
に
考
え
て
い
く
◆
Ｕ
君
は
悩
み

な
が
ら
「
相
手
が
ナ
ス
が
嫌
い
だ
っ

た
ら
『
頑
張
っ
て
食
べ
な
』
と
言
う

人
が
優
し
い
人
」
と
書
い
た
。
先
生

は
相
手
の
立
場
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
Ｕ
君
の
成
長
を
感
じ
プ
リ

ン
ト
に
赤
ペ
ン
で
丸
を
し
た
◆
そ
の

後
「
わ
た
し
」
の
優
し
さ
が
伝
わ
る

役
割
演
技
を
し
た
時
、
友
の
「
頑

張
って
食
べ
て
。
お
い
し
い
か
も
し
れ

な
い
よ
」
を
聞
い
た
Ｕ
君
は
「
あ
ぁ
」

と
つ
ぶ
や
く
。
「
お
い
し
い
か
も
し
れ

な
い
よ
」
と
前
向
き
で
温
か
な
言
葉

に
、
自
分
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

相
手
を
思
い
や
る
優
し
さ
を
感
じ

た
の
だ
ろ
う
◆
授
業
の
振
り
返
り

の
場
面
、
自
分
の
考
え
を
言
葉
に

で
き
な
い
Ｕ
君
の
肩
を
先
生
は
頷

き
な
が
ら
優
し
く
さ
す
った
。
そ
れ

は
「優
し
さ
」
に
つ
い
て
自
分
の
言
葉

で
表
そ
う
と
相
手
の
立
場
で
考
え

た
Ｕ
君
を
認
め
励
ま
し
温
か
く
寄

り
添
う
先
生
の
姿
で
あ
った
。 

◆
「
友
達
に
優
し
く
し
て
あ
げ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
と
先
生
が

尋
ね
る
と
、
し
ば
ら
く
黒
板
を
見

つ
め
て
い
た
Ｕ
君
。
き
っ
と
自
分
を

振
り
返
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
◆
一

人
よ
が
り
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
時

に
友
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も

あ
った
Ｕ
君
。
「三
年
生
に
な
って
、

友
達
と
上
手
に
関
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
先
生
は
Ｕ
君
の

成
長
し
た
姿
を
授
業
後
に
語
った

◆
「
友
達
に
か
ば
ん
を
持
つ
よ
う

に
言
わ
れ
て
か
ば
ん
を
持
った
『
わ

た
し
』
は
優
し
い
人
か
」
を
考
え
る

場
面
で
の
こ
と
。
Ｕ
君
は
「
か
ば
ん

を
持
っ
て
あ
げ
た
か
ら
優
し
い
」
と

プ
リ
ン
ト
に
書
い
た
◆
と
こ
ろ
が

「
持
っ
て
あ
げ
る
の
は
、
優
し
さ
の

勘
違
い
だ
」と
い
う
友
の
考
え
に
触

れ
、
自
分
の
プ
リ
ン
ト
を
何
度
も

見
直
し
た
。
Ｕ
君
が
考
え
る
「
優

し
い
人
」が
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
て
い
く
◆

次
に
ナ
ス
が
嫌
い
な
人
の
ナ
ス
を

食
べ
て
あ
げ
た
「
わ
た
し
」
に
つ
い

て
考
え
る
場
面
で
、
Ｕ
君
は
「
好

き
な
ら
食
べ
て
あ
げ
る
の
も
い
い 

【このエピソードから大事に考えたいこと】 

◯友達の考えから，それまでの考えが揺さぶられ，

自らの考えが再構築されていくこと。 

○教師が，児童の考えに寄り添いながら道徳的価

値を共に考えようとしていること。 

◯自身の経験を拠り所にしながら対象をとらえて

いく子どもの姿。 

○子どもの気づきや思いを大切にし、その姿を認

【このエピソードから何を感じましたか？】 
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※学年だより等でこのまま紹介することも可能です。北信教育事務所のホームページにアップしておきます。ご活用下さい。
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